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すれば平均して 2 日に 1 回の頻度でタイ国内のどこかで日本軍が関係する
交通事故が発生していたことになる。









1944年 4 ～ 6 月に 2 回目の底となる39件を記録してから増加傾向に戻り、
1945年に入って急増して70件を超え、1945年 4 ～ 6 月に過去最高の74件に




















1941/12 - 1 1
1942/01-03 46 10 56
1942/04-06 43 6 49
1942/07-09 35 3 38
1942/10-12 15 3 18
1943/01-03 25 4 29
1943/04-06 24 11 35
1943/07-09 39 5 44
1943/10-12 38 12 50
1944/01-03 43 5 48
1944/04-06 32 7 39
1944/07-09 37 4 41
1944/10-12 50 6 56
1945/01-03 69 4 73
1945/04-06 72 2 74
1945/07-08 31 1 32
計 599 84 683
図1　交通事故件数の推移（1941～1945年）（単位：件）


























































バンコク 地方 バンコク 地方
1941/12 - 1 - - 1
1942/01-03 45 10 1 - 56
1942/04-06 41 4 2 2 49
1942/07-09 32 3 3 - 38
1942/10-12 14 3 1 - 18
1943/01-03 24 4 1 - 29
1943/04-06 22 9 2 2 35
1943/07-09 37 5 2 - 44
1943/10-12 37 11 1 1 50
1944/01-03 39 5 4 - 48
1944/04-06 31 6 1 1 39
1944/07-09 33 4 4 - 41
1944/10-12 48 6 2 - 56
1945/01-03 64 4 5 - 73
1945/04-06 70 2 2 - 74
1945/07-08 29 1 2 - 32





















サームロー 217 4 221 32 
自動車
自動車 59 9 68 10 
トラック 15 5 20 3 
バス 15 5 20 3 
計 89 19 108 16 
二輪車
自転車 76 13 89 13 
バイク 10 - 10 1 
計 86 13 99 14 
歩行者 85 22 107 16 
電車 37 - 37 5 
乗り物その他・家畜 12 7 19 3 
物損 35 5 40 6 
自損 7 11 18 3 
複合 31 3 34 5 
















訳では荷車が14件で最も多く、残りは家畜が 3 件、人力車が 2 件となって
いた。荷車のうち 6 件は地方での事故であったが、 8 件はバンコクでの事
故であり、バンコクではいずれも日本側の自動車とタイ側の荷車の間で事
故が発生していた。家畜 3 件についても、1 件は地方での事故であったが、
































起こす事例がバンコクで 3 件ほど存在していた。このうち、 1 件は日本軍
の自動車と交差した際に避けようと急ハンドルを切ったサームローのタイ
ヤが折れたもので、残る 2 件は日本側が路上に置いていた障害物にタイ側

























































































































































































































































































































































































































































































図 2 バンコクの交通事故発生箇所（近郊） 





























図 3 バンコクの交通事故発生箇所（中心部） 

























































ており、以下1942年 4 ～ 6 月と1944年10～12月のそれぞれ29人、1945年 4
 
 
図 4 地方の交通事故の発生箇所 















後の1942年 1 ～ 3 月の48人のみが突出して多くなっており、それ以外の時
期については1945年 1 ～ 3 月の12人が目立つほかは特に大きな変化は見ら
れない。日本側で戦争初期の死傷者数が突出しているのは、1942年 1 月 9
日にビルマ進軍ルートのピッサヌローク～ターク間道路でトラックが横転
するという自損事故が発生して日本兵計41人が負傷したためであった19。







負傷 死亡 計 負傷 死亡 計
1942/01-03 13 4 17 47 1 48 65
1942/04-06 27 2 29 1 - 1 30
1942/07-09 21 5 26 3 - 3 29
1942/10-12 5 2 7 1 - 1 8
1943/01-03 10 - 10 - - - 10
1943/04-06 12 5 17 1 - 1 18
1943/07-09 12 2 14 - - - 14
1943/10-12 27 8 35 - 2 2 37
1944/01-03 9 2 11 - - - 11
1944/04-06 15 - 15 1 1 2 17
1944/07-09 8 - 8 - 1 1 9
1944/10-12 27 2 29 - - - 29
1945/01-03 18 2 20 10 3 13 33
1945/04-06 23 4 27 1 - 1 28
1945/07-08 6 - 6 2 - 2 8
計 233 38 271 67 8 75 346










たことから、平均すると歩行者事故 1 件につき少なくとも 1 人は死傷者が














負傷 死亡 計 負傷 死亡 計
サームロー 58 1 59 1 - 1 60
自動車 32 5 37 1 2 3 40
歩行者 87 27 114 7 - 7 121
二輪車 46 5 51 4 - 4 55
電車 2 - 2 - - - 2
その他 8 - 8 - - - 8
自損 - - - 54 6 60 60
計 233 38 271 67 8 75 346
出所：NA Bo Ko. Sungsutより筆者作成。
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は開戦直後の1942年 1 ～ 3 月が最多の13件となり、次いで1943年後半から
1944年初めまでの 3 期間の 9 件となっていることが分かる。件数の変化は
交通事故全体の件数の変化と似ており、開戦直後、中期、戦争末期に多く
なっているが、その中で1945年 1 ～ 3 月の件数が非常に少なくなっている
のが特徴的である。他方で、逃亡件数の比率は1942年10～12月の35％が最






















































































1945年 4 ～ 6 月の35件が最も多くなっており、開戦初期の1942年 4 ～ 6 月
にも23件ともう 1 つのピークがあったことが分かる。とくに 2 回目のピー
クとなる1945年前半の件数の増加が顕著であり、サームロー事故が戦争末
期に急増していたことが分かる。全体的な傾向は先の図 1 の交通事故件数
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図 7 ：件）

























日本文民 8 日本文民 2
インド人 4 タイ人 1




マレー人 3 中国人 18
不明 92 計 250
計 231 総計 256
タイ側 タイ人 5
総計 236
















図 8 バンコクのサームロー事故発生箇所 


































する限りで計76件とバンコクで発生したサームロー事故の 3 分の 1 を占め
































































日本側 タイ側 双方／不明 計
加害者
日本側 206 19 6 231
タイ側 - 5 - 5
計 206 24 6 236













































酒酔い, 2, 1% その他, 7, 4%
図 9　サームロー事故の原因（単位：件・％）
注：事故原因が不明なものは除いてある。
出所：NA Bo Ko. Sungsutより筆者作成。
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きな差があった。このうち、 1 バーツについては、1943年 9 月26日10時
表 8　サームロー事故の補償（単位：件）
過失者
日本側 タイ側 双方／不明 計
修理 84 - 1 85
修理代支払
10バーツ以下 20 - - 20
11～50バーツ 19 4 - 23
51～100バーツ 10 - - 10
101バーツ以上 7 - - 7
不明 2 - - 2
計 58 4 - 62
慰謝料支払
10バーツ以下 4 - - 4
11～50バーツ 12 - - 12
51～100バーツ 1 - - 1
101バーツ以上 5 - - 5
計 22 - - 22
補償求めず 2 - - 2
総計 166 4 1 171
注 1 ：重複している場合はそれぞれ計上している。
注 2 ：修理には部品や新車の提供も含む。



















































































Ko. Sungsut 1. 12/121 “Ratthamontri Wa Kan Kasuang Khamanakhom thueng 












12　地方では荷車の事故のうち 2 件は牛車となっており、家畜の 1 件も牛が被害者であっ
た。
13　タイ語の名称は電灯式の信号ではなく警官が手信号を出す塔の意味であるが、
Thai nai Patchuban ［1940］にはチャルーンクルン通りのチャルームクルン映画館
前交差点に設置された電灯式の信号の写真が掲載されていることから、一部はいわ
ゆる信号であったものと考えられる。
14　例えば、1942年 5 月 1 日 8 時にアユッタヤー県ワンノーイ郡のプラチャーティパッ
ト通りで日本軍のトラック 2 台がバンコクから北上している最中に 1 台が路肩の
堀に転落して水没し、 2 人の日本兵が車内に閉じ込められたものの、荷台に乗っ
ていて放り出された日本兵 3 人が救助していた［NA Bo Ko. Sungsut 1. 12/121 
“Khana Krommakan Amphoe Wang Noi thueng Phu Banchakan Thahan Sungsut. 
1942/05/19”］。
15　このうち、1942年 1 月 9 日14時にスコータイ県バーンダーンラーンホイ郡で発生し
たトラックの横転事故で日本兵 7 人が重傷、34人が軽傷を負っており、この事故
の被害者数が最大となっていた［NA Bo Ko. Sungsut 1. 13/17 “Naratraksa thueng 
Mahat Thai （Thoralek thi 321）. 1942/01/09 ”］。
16　最初の事例については、1945年 4 月 5 日19時にサームローの運転手が日本軍の自動
車にぶつけられたと合同憲兵隊に通報してきたために調べたところ、日本軍の自動
車と接触した痕跡はなく、サームローが自ら急ハンドルを切ったために破損したこ
とが判明し、結局運転手が自腹で修理することになった［NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 
2. 2 /83 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat Phasom Phra Nakhon. 
1945/04/06”］。





者が合同憲兵に訴えたものであった［NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /91 “Rai-ngan 











21　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /75 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 







Bo Ko. Sungsut 2. 7 / 8  “Ro. To. Sathian Tamoraphak thueng Pho Bo. Cho Wo. 
Tho Bo. Thi 1. 1942/01/23 ”］。
24　先の表 2 ではサームロー事故件数は221件となっているが、この表で複合に区分し
た交通事故の中からサームローが関係しているものを加えると計236件となる。









マエダ中尉は、一般兵の勤務時間は17時までとタイ側に伝えていた［NA Bo Ko. 
Sungsut 2. 5. 3 / 8  “Banthuek Kan Prachum Rueang Poet Sathanthi Yonchai. 
1942/03/23”］。








32　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /32 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Tai. 1943/11/12”　タイは日本と同じく左側進行を採用していた。
33　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /26 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Tai. 1943/08/24”　サームローの運転手と乗客 1 人が負傷し、病院に運ばれた。
34　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /91 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/07/05”　この事故では、後にサネーとサームロー
所有者に対して治療費と修理費がそれぞれ支払われていた。
35　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 2  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/03/20” この事故はタイ側の過失のため、サームローの運転手は補償を求めな
かった。





37　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /33 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Nuea. 1943/12/03”
38　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /53 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/06/08”
39　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /81 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/03/19”　この自動車番号はタイ側の登録ナンバー
であり、Ko. Tho.はバンコクを意味していた。
40　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /41 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/02/06”
41　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /78 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/02/27”　日本側が過失を認め、サームローを修
理したうえで慰謝料15バーツを払うことで合意した。
42　Ibid. “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat Phasom Nuai Phra Nakhon. 
1945/02/25”　この事故の原因は進路不適切であり、日本側が交差点で信号塔を迂
回しないで右折したために発生したものであった。
43　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /27 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Nuea. 1943/09/27”
44　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /30 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Tai. 1943/10/29”
45　NA Bo Ko. Sungsut 2. 8 /195 “Rueang Kha Siahai nai Kan thi Thahan Yipun 
Khap Rotyon Chon Rot Samlo khong Nai Wang Paoleklaem thi Sanam Kila 
Thonburi.”　このサームローはおそらく負傷したワンの自家用サームローであった
ものと思われる。
46　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /30 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon Changwat 
Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1943/07/15”
引用資料・文献は（下）に一括して掲載する。
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